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修士論文題目 入院に至った切迫早産妊婦の自覚症状の特徴
く目的＞
切迫早産妊婦の自覚症状の特徴を明ら中にすることである。
く方法＞
対象者は、妊娠36週未満の単胎妊娠で産科合併症がなく切迫早産で入院管理となった妊婦
39名と、外来通院中の妊婦87名であった。データ収集方法は、質問紙調査法を用いた。デー
タの分析は、入院時の医学診断の自覚症状、初経産別、分娩転帰別にて分類し、入院時の医学
診断の自覚症状、経膣超音波断層装置による子宮頭管長の診断、外測陣痛計測所見、分娩転帰、
′質問紙の自覚症状との回答状況を分析した。
切迫早産妊婦と正常妊婦の比較は、妊娠週数と年齢のマッチングコントロールにて対象を抽
出した。抽出した対象は、切迫群24名と正常群48名にて分析を行った。
分析においては、Fisherの直接法、Mann・WhitneyのU検定、KruBkal・ⅦhlliS検定、一元
配置の分散分析を用いた。
く結果＞
1．医学診断の腹部緊満感自覚の有無と自覚症状を比較すると、「お腹が張った」、「生理痛の
ような痛みがあった」の2項目に統計学的有意差を認めた。
2．分娩転帰別と破水の有無では、早産群の破水が有意に高値を示し有意差を認めた。
3．切迫群と正常群で自覚症状を比較すると、「お腹に何か突き刺ささる感じがあった」、「お
・腹がしめつけられていた」、「詰腹が張った」、「お腹に鈍い痛みがあった」、「おりものが増
えた」、「お腹が硬かった」、「お腹がうずいた」、「痛みを伴う胎動があった」、「出血があっ
た」、「お腹の中が何かに掴まれている感じがあった」、「お腹に鋭い痛みがあった」、「胃
が痛かった」の12項目に統計学的有意差壷認めた。
4．「痛みを伴う胎動があった」は、正常群54．2％が当てはまらないと回答したのに対し、切
迫群6乱7％が当てはまると回答していた。
く考察＞
早産群は、子宮頚管長所見に短縮傾向があゥた。子宮頚管長の短縮は早産を予測する可能
性を示唆するという先行研究を裏付ける同様の結果であった。
子宮収縮を示す「お腹が張った」は、切迫早産妊婦のみならず正常に経過する妊婦の多く
も自覚していた。切迫早産妊婦の子宮収縮を示す自覚症状は、「お腹が張った」、「お腹に鈍い
痛みがあった」、「お腹が硬かった」、「お腹に何か突き刺ささる感じがあった」、「お腹が締
めつけられていた」、等様々な表現があるため、看扇酎こ上っては、妊婦の自覚した症状を妊
婦の感じたままを聞くことが重要である。
胎動に関連したものあるいは胎動に類似する痛みは、切迫早産妊婦の自覚症状の特徴であ
る。看護では従来、胎動についてはその有無に着服した指導であったが、今後の看護におい
て、胎動の状況もあわせて観察する必要があることが示唆された。
く総括＞
入院に至った切迫早産妊婦の自覚症状の特徴を明らかにすることにより、看護者にとって
．は、妊婦の感じた具体的な自覚症状を認識することの基礎的な資料になる。
本研究により、看護者の示す用語が少ないことで、妊婦との認識のずれが生じている。その
ため、不確かな症状に対する妊婦自身の語りを帰納的な方法で明らかにし、看護者が示す表
現がより妊婦に近い表現となることが今後の課題セある。
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